
「
命
を
守
り
育
て
る
た
め
に
」 
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学 

【
は
じ
め
に
】 

 

東
日
本
大
震
災
か
ら
一
年
が
経
過
し
た
。
想
定
外
の
被
害
に
遭
い
、

大
き
な
悲
し
み
に
く
れ
な
が
ら
も
日
本
は
復
興
を
目
指
し
歩
ん
で
い
る
。

そ
し
て
今
、
日
本
中
が
防
災
・
減
災
へ
の
意
識
を
高
め
、
そ
の
対
策
を

進
め
て
い
る
。
学
校
現
場
も
例
外
で
は
な
い
。
時
と
場
所
を
選
ば
な
い

自
然
災
害
に
対
し
、
柔
軟
な
思
考
と
判
断
力
を
持
ち
、
瞬
時
に
的
確
な

行
動
を
す
る
こ
と
で
自
分
や
他
人
の
命
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
人
材
の

育
成
と
は
・
・
・
？
学
校
の
担
う
防
災
教
育
の
在
り
方
を
常
に
問
い
な

が
ら
、
今
後
の
教
育
活
動
を
進
め
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。 

【
沿
岸
部
に
立
地
す
る
須
崎
高
校
】 

 

須
崎
高
等
学
校
は
、
須
崎
湾
に
面
し
、
目
前
に
国
道
を
挟
ん
で
新
荘

川
が
流
れ
て
い
る
。
海
抜
四
メ
ー
ト
ル
、
河
口
か
ら
は
お
よ
そ
七
五
〇

メ
ー
ト
ル
に
位
置
す
る
。
土
地
は
昔
の
河
川
敷
で
、
埋
め
立
て
地
で
あ

り
、
地
盤
は
弱
い
。
地
震
発
生
時
に
は
、
液
状
化
現
象
も
懸
念
さ
れ
る
。

校
舎
は
南
と
北
に
分
か
れ
、
共
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
四
階
建
て
で
、
南

校
舎
は
地
上
か
ら
屋
上
ま
で
が
十
五
メ
ー
ト
ル
、
北
校
舎
は
十
四
、
九

七
メ
ー
ト
ル
と
、
須
崎
市
が
避
難
場
所
に
想
定
す
る
海
抜
二
十
メ
ー
ト

ル
に
は
到
底
及
ば
な
い
。 

  

【
須
崎
と
の
防
災
・
減
災
パ
ー
ト
ナ
ー
協
定
】 

 

平
成
二
十
二
年
度
に
須
崎
市
と
防
災
・
減
災
パ
ー
ト
ナ
ー
協
定
を
締

結
し
た
。
こ
れ
は
次
世
代
へ
命
を
つ
な
げ
て
い
く
使
命
と
地
域
住
民
の

防
災
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
こ
の
協
定
に
定

め
る
活
動
と
は
、
防
災
・
減
災
学
習
や
訓
練
等
を
通
じ
て
、
確
か
な
知

識
と
的
確
な
判
断
が
で
き
る
人
材
の
育
成
と
防
災
力
を
高
め
る
地
域
づ

く
り
の
推
進
を
目
指
し
て
実
施
す
る
も
の
と
し
て
い
る
。
互
い
の
防

災
・
減
災
活
動
に
対
し
、
協
力
し
合
い
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。 

 

平
成
二
十
三
年
度
の
取
り
組
み 

～
各
教
科
・
行
事
・
委
員
会
活
動
等
を
中
心
に
～ 

 

生
徒
保
健
委
員
会
活
動 

 
 

 
 

 
 

 
 

【
校
内
安
全
点
検
】 

校
内
安
全
点
検
は
、
平
成
二
十
一
年
度
か

ら
保
健
委
員
会
活
動
の
中
で
実
施
し
て
い
る
。

安
全
で
充
実
し
た
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
生
徒
自
身
が
そ
の
意
識
を
高

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
高
知
大
学

の
岡
村
眞
教
授
と
合
同
で
行
っ
た
平
成
二
十

二
年
度
の
安
全
点
検
で
は
、
体
育
館
付
近
の

壁
や
渡
り
廊
下
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
）
に
、
プ

レ
ー
ト
の
ず
れ
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
ひ
び
割
れ
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。



（
体
育
館
及
び
そ
の
周
辺
は
そ
の
後
、
耐
震
工
事
が
済
ん
で
い
る
）
平

成
二
十
四
年
度
も
南
海
地
震
対
策
の
視
野
も
入
れ
た
点
検
を
行
い
、
修

繕
箇
所
が
必
要
な
場
所
に
つ
い
て
は
、
保
健
委
員
会
か
ら
改
善
の
要
望

を
し
て
い
る
。 

【
避
難
経
路
・
避
難
場
所
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
―
ク 

六
月
三
日
】 

 

従
来
の
地
震
に
よ
る
津
波
発
生
時
の
避
難
場
所
は
、
校
舎
３
Ｆ
以
上

と
し
て
い
た
。
し
か
し
、
東
日
本
大
震
災
の
発
生
に
よ
り
、
新
た
な
避

難
経
路
と
避
難
場
所
の
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
た
。 

須
崎
高
校
の
北
に
隣
接
す
る
岡
本
地
区
の
地
区
長
、
防
災
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
、
自
主
防
災
組
織
の
会
長
を
交
え
て
の
防
災
会
議
を
開

き
、
生
徒
保
健
委
員
、
生
徒
会
執
行
部
、
運
動
部
の
部
員
、
岡
本
地
区

住
民
と
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
っ
た
。
須
崎
高
校
の
グ
ラ
ン
ド
か

ら
出
て
す
ぐ
の
岡
本
地
区
に
あ
る
裏
山
に
は
、
昔
の
生
活
道
が
残
っ
て

お
り
、
岡
本
地
区
も
こ
の
生
活
道
を
避
難
道
と
し
て
検
討
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
道
は
、
尐
し
上
が
る
と
、
海
抜
二
十
メ
ー
ト

ル
地
点
の
墓
地
に
着
く
。
頂
上
ま
で
行
く
と
海
抜
八
十
メ
ー
ト
ル
の
須

崎
市
斎
場
に
出
る
。
ヘ
リ
ポ
ー
ト
も
あ

り
、
須
崎
市
も
避
難
所
指
定
を
検
討
し

て
い
る
場
所
で
あ
る
。
か
な
り
の
整
備

が
必
要
な
状
況
だ
っ
た
が
、
岡
本
地
区

の
人
々
と
教
職
員
で
整
備
し
、
こ
の
生

活
道
を
避
難
道
、
須
崎
市
斎
場
を
避
難

場
所
と
し
て
、
今
後
の
避
難
訓
練
に
活

か
す
こ
と
に
し
た
。 

【
救
急
法
講
習
会 

四
月
二
十
一
日
】 

 

救
急
法
の
実
施
形
態
も
、
従
来
は
消
防
署
等
の

外
部
講
師
に
頼
る
部
分
が
大
き
く
、
生
徒
・
教
員

も
受
け
身
が
ち
な
講
習
会
と
な
っ
て
い
た
。
災
害

発
生
時
に
一
人
ひ
と
り
が
行
動
で
き
る
よ
う
に
、

学
校
主
導
型
の
講
習
会
に
し
た
。
救
急
法
の
事
前

学
習
会
を
、
生
徒
保
健
委
員
会
、
生
活
委
員
会
、

生
徒
会
執
行
部
等
の
生
徒
と
、
当
日
の
実
技
指
導

に
あ
た
る
教
員
を
対
象
に
行
い
、
講
習
会
に
臨
む

よ
う
に
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
生
徒
及
び
教
員

の
主
体
的
に
学
ぶ
と
い
う
姿
勢
が
見
え
て
き
た
。 

【
校
内
生
徒
保
健
委
員
研
修
会 

十
月
二
十
一
・
二
十
四
日
】 

 

「
災
害
時
に
便
利
な
グ
ッ
ズ
の
製
作
」
を
テ
ー
マ
に
、
南
海
地
震
発

生
時
に
、
限
ら
れ
た
資
材
の
中
で
生
活
必
需

品
を
手
作
り
す
る
研
修
会
を
日
本
赤
十
字
社

救
急
指
導
員
の
方
を
講
師
に
迎
え
て
実
施
し

た
。 簡

易
ト
イ
レ
や
お
ま
る
、
新
聞
紙
で
作
る 

ス
リ
ッ
パ
、
ス
ト
レ
ス
を
和
ら
げ
る
ホ
ッ
ト 

タ
オ
ル
、
避
難
場
所
で
の
小
さ
い
子
供
が
遊 

ぶ
バ
ン
ダ
ナ
で
作
る
人
形
等
の
作
り
方
を
教 

え
て
い
た
だ
き
、
生
徒
は
人
の
知
恵
に
驚
い



た
り
、
感
心
し
な
が
ら
も
、
真
剣
に
学
び
と
ろ
う
と
い
う
姿
勢
で
臨
ん

で
い
た
。 

【
防
災
・
減
災
リ
ー
ダ
―
養
成
研
修 

十
二
月
十
七
日
】 

 

南
海
地
震
に
備
え
、
危
惧
さ
れ
る
大
災
害
の
危
険
性
を
学
ぶ
こ
と
に

よ
り
、
防
災
・
減
災
意
識
の
向
上
を
図
る
こ
と
、
災
害
発
生
時
に
は
率

先
し
て
避
難
行
動
が
と
れ
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
含
め
た
防
災
行
動
力
の
強
化
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
と
し
、
徳

島
県
立
防
災
セ
ン
タ
ー
へ
研
修
に
行
っ
た
。
参
加
生
徒
は
保
健
委
員
、

生
徒
会
執
行
部
、
放
送
部
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
。
地
震
体
験
の
み
な
ら

ず
、
風
雨
・
煙
・
消
火
体
験
等
や
徳
島
県
内
で
行
わ
れ
て
い
る
南
海
地

震
対
策
の
講
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
の
本
校
の
防
災
教
育
や

活
動
に
活
か
せ
る
充
実
し
た
研
修
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。 

【
避
難
道
の
看
板
製
作
の
た
め
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク 

三
月
十
九
日
】 

 

岡
本
地
区
に
は
、
新
荘
保
育
園
、
新
荘
小
学
校
、
須
崎
中
学
校
、
須

崎
高
校
と
多
く
の
学
校
等
が
集
ま
っ
て
い

る
。
そ
れ
ぞ
れ
が
、
こ
の
岡
本
地
区
に
あ

る
避
難
道
を
使
用
す
る
。
こ
の
避
難
道
の

ひ
と
つ
を
須
崎
高
校
が
避
難
道
と
し
て
使

用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
を
き
っ
か
け
に
、

地
区
住
民
や
近
隣
の
保
・
小
・
中
学
校
生

へ
の
防
災
啓
発
、
災
害
発
生
時
の
ス
ム
ー

ズ
な
誘
導
を
目
的
と
し
て
、
避
難
道
の
入

り
口
に
誘
導
看
板
を
製
作
す
る
こ
と
に
し
た
。
地
区
に
あ
る
そ
れ
ぞ
れ

の
避
難
道
を
把
握
す
る
た
め
、
地
区
住
民
の
協
力
の
も
と
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
を
行
っ
た
。
看
板
の
表
示
内
容
に
つ
い
て
は
、
岡
本
地
区
の
方

と
検
討
し
、
今
後
製
作
に
と
り
か
か
か
る
予
定
で
あ
る 

 

行
事 

【
防
災
２
０
１
１in

須
高
・
南
海
地
震
フ
ォ
ー
ラ
ム 

七
月
十
五
日
】 

 

午
前
中
：
防
災
学
習 

南
海
地
震
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
合
わ
せ
て
、

午
前
中
は
、
各
学
年
毎
に
外
部
講
師

を
迎
え
て
防
災
学
習
を
実
施
し
た
。

震
災
後
の
講
話
で
あ
る
た
め
、
ど
の

学
年
の
生
徒
も
真
剣
に
聞
き
入
る
姿

が
印
象
的
だ
っ
た
。
特
に
三
年
生
は
、

社
会
が
ま
じ
か
に
見
え
は
じ
め
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
等
で
即
戦
力
と
な
り
う

る
た
め
、
体
験
学
習
の
内
容
を
取
り

入
れ
た
。
三
年
間
の
防
災
学
習
は
、

系
統
的
に
し
か
も
内
容
は
、
そ
の
時

代
に
合
わ
せ
て
変
化
さ
せ
、
最
終
的

に
は
現
実
に
活
か
せ
る
と
い
う
点
を

重
視
し
な
が
ら
、
継
続
し
て
行
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

 

学年      テーマ       講師  

1 年  東日本大震災から学んだこと～緊

急消防援助隊の活動から～  

 

高幡消防組合須崎消防職員  

2 年  災害に備える、  

ともに生きる  

高知大学防災すけっと隊  

  松尾 美佳  さん  

3 年  災害ボランティア  

センターについて学ぶ  

高知県ボランティア・ＮＰＯ  

セ ン タ ー 及 び 須 崎 市 社 会 福

祉協議会職員  



午
後
：
南
海
地
震
フ
ォ
ー
ラ
ム 

 
本
年
度
の
南
海
地
震
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
東
日
本
大
震
災
を
教
訓
と
し
、

新
た
な
防
災
・
減
災
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
に
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ

ま
で
の
防
災
計
画
を
見
直
す
き
っ
か
け
に
し
た
い
と
い
う
観
点
で
行
っ

た
。
国
立
高
知
工
業
高

等
専
門
学
校
准
教
授
岡

田
将
治
氏
の
講
演
や
防

災
パ
ー
ト
ナ
ー
協
定
を

結
ん
で
い
る
須
崎
市
の

防
災
対
策
の
実
践
発
表
、

本
校
生
徒
保
健
委
員
に

よ
る
防
災
活
動
の
取
り

組
み
発
表
は
、
生
徒
や

教
職
員
の
み
な
ら
ず
、

臨
席
い
た
だ
い
た
、
保
護
者
、
地
域
、
近
隣
の
小
・
中
学
校
の
生
徒
、

教
員
の
方
々
に
必
要
な
情
報
を
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
高
知
県
南
海
地
震
対
策
課
長
、

須
崎
市
地
震
防
災
課
長
、
高
知
県
教
育
員
会
ス
ポ
ー
ツ
健
康
教
育
課
長

を
お
招
き
し
、
現
段
階
の
変
わ
り
つ
つ
あ
る
南
海
地
震
対
策
に
つ
い
て

意
見
交
換
が
交
わ
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
場
を
設
定
し
、
そ
の
進
捗
状

況
を
示
す
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
効
果
と
し
て
大
き

か
っ
た
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら
も
、
継
続
の
声

が
強
く
、
今
後
は
、
生
徒
を
中
心
と
し
、
高
校
生
同
士
の
意
見
交
換
、

来
場
し
て
い
た
だ
い
た
方
々
と
の
交
流
の
場
と
し
て
開
催
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
次
世
代
を
担
う
防
災
リ
ー
ダ
ー
育
成
の
機

会
と
し
て
継
続
し
て
実
施
を
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。 

【
避
難
訓
練 

十
月
十
八
日
】 

 

新
し
い
避
難
経
路
・
避
難
場
所
を
使
用
し
て
の
地
震
・
津
波
避
難
訓

練
を
、
十
月
十
八
日
（
火
）
に
実
施
し
た
。

緊
急
地
震
速
報
の
練
習
キ
ッ
ト
を
使
い
、
授

業
中
に
地
震
が
発
生
し
、
十
五
分
後
に
津
波

が
発
生
し
て
、
校
舎
四
階
ま
で
浸
水
す
る
と

い
う
想
定
で
実
施
し
た
。
生
徒
は
、
南
舎
、

北
舎
そ
れ
ぞ
れ
の
教
室
に
分
か
れ
て
、
授
業

を
受
け
て
い
る
た
め
、
避
難
誘
導
は
各
教
科

担
当
教
諭
の
判
断
と
指
示
に
よ
る
と
し
た
。

十
五
分
以
内
に
海
抜
二
十
メ
ー
ト
ル
の
裏
山

の
墓
地
ま
で
全
員
が
避
難
完
了
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
た
が
、
靴
の
履
き
替
え
、
避
難
道
の
狭
さ
に
よ
る
渋
滞

で
避
難
で
き
ず
、
課
題
が
残
っ
た
。
し
か
し
、
現
時
点
で
は
最
短
の
ル

ー
ト
で
あ
り
、
避
難
道
の
整
備
を
須
崎
市
に
も
要
望
し
、
ま
た
訓
練
を

重
ね
て
時
間
短
縮
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

【
避
難
訓
練
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り
】 

 
訓
練
後
に
生
徒
・
教
職
員
を
対
象
に
行
っ
た
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、
避
難
道
の
狭
さ
に
よ
り
起
こ
っ

た
渋
滞
、
そ
れ
に
よ
る
落
下
の
危
険
性
か
ら
整
備



を
強
く
望
む
声
が
多
か
っ
た
。
生
徒
の
ア
ン
ケ
ー
ト

に
書
か
れ
て
い
た
避
難
道
整
備
へ
の
要
望
の
理
由
に

は
、
地
域
の
お
年
寄
り
、
乳
幼
児
、
妊
婦
な
ど
へ
の

配
慮
の
必
要
性
が
あ
る
と
の
意
見
が
数
多
く
記
述
さ

れ
て
い
た
こ
と
に
驚
い
た
。
震
災
後
、
自
分
の
命
を

守
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
他
人
の
命
、
特
に
災
害
時

要
援
護
者
へ
の
配
慮
な
ど
を
強
く
考
え
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
と
思
わ
れ
た
。 

 

【
放
送
部
の
活
動
】 

平
成
二
十
二
年
度
に
続
き
二
十
三
年
度
も
地
震
・
津
波
防
災
を
テ
ー

マ
に
映
像
作
品
を
制
作
し
た
。
本
校
の
抱
え
る
避
難
道
の
課
題
を
追
求

す
る
内
容
で
、
避
難
道
を
生
徒
や
住
民
が
実
際
に
歩
い
て
課
題
を
検
証

す
る
様
子
を
取
材
し
、
収
録
し
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
の
防
災
関
係
者

や
高
知
大
学
の
岡
村
眞
教
授
へ
も
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
、
手
軽
に
で
き
る

防
災
対
策
も
取
り
上
げ
て
い
る
。
こ
の
映
像
は
、
本
年
度
の
文
化
祭
で

も
放
映
さ
れ
た
。「
防
災
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
て
く
れ
た
ら
」
と

い
う
生
徒
た
ち
の
思
い
が
活
動
の
幅
を
広
げ
て
い
る
。 

 

各
教
科 

【
課
題
研
究
グ
ル
ー
プ
】 

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
津
波
発
生
の
時
に
は
須
崎
市
民
も
避
難
し

た
城
山
公
園
（
須
崎
市
内
）
に
防
災
や
観
光
情
報
の
“
案
内
コ
ー
ナ
ー 

”

を
設
置
し
た
。
製
作
・
設
置
に
は
須
崎
工
業
高
校
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
部
が
協
力
し
て
く
れ
た
。
津
波
避
難
の
心

構
え
や
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
の
使
い
方
、
日
頃

の
備
え
（
内
容
は
本
校
生
徒
保
健
委
員
会
が
作
成
）

な
ど
の
ほ
か
、
須
崎
市
内
の
名
所
な
ど
も
記
載
し

て
い
る
。
市
民
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
観
光
客
に

も
案
内
板
を
見
る
こ
と
で
防
災
意
識
を
高
め
て
ほ

し
い
と
願
う
。 

 【
防
災
Ｌ
Ｈ 

九
月
二
十
二
日
】 

 

本
校
で
は
、
高
知
大
学
防
災
す
け
っ
と
隊
の
学
生
に
よ
る
防
災
授
業

を
Ｌ
Ｈ
で
実
施
し
て
い
る
。
高
・
大
連
携
と
い
う
視
点
か
ら
、
大
学
生

と
の
授
業
の
中
で
、
教
え
た
り
教
え
ら
れ
た
り
と
、
と
も
に
学
び
育
つ

姿
が
あ
り
、
生
き
生
き
と
学
習
に
取
り
組
む
様
子
が
見
ら
れ
る
。
防
災

の
授
業
に
つ
い
て
は
、
テ
ー
マ
に
合
わ
せ
て
各
学
年
毎
か
全
校
一
斉
で

実
施
し
て
い
る
。
二
十
三
年
度
は
、「
災
害
が
発
生
し
た
時
、
ど
の
よ
う

に
逃
げ
る
か
」
を
共
通
テ
ー
マ
に
各
学
年
毎
に
実
施
し
た
。
東
日
本
大

震
災
を
意
識
し
、
南
海
地
震
へ
の
自
分
な
り
の
対
策
を
一
人
一
人
が
考

え
る
よ
い
機
会
と
な
っ
た
。 

 
【
校
内
教
職
員
研
修 

八
月
二
十
五
日
】 

 

南
海
地
震
へ
の
知
識
を
深
め
、
地
震
発
生
時
に
必
要
な
ト
リ
ア
ー
ジ

や
応
急
手
当
の
実
技
を
学
ぶ
た
め
に
校
内
教
職
員
研
修
を
行
っ
た
。
生



徒
が
在
校
時
に
地
震
が
発
生
し
た
ら
、
そ
の
現
場

に
い
る
教
職
員
が
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
こ
と
を
意
識
し
な
が
ら
研
修
に
臨
ん
だ
。
今

後
は
、
さ
ら
に
リ
ア
ル
な
被
災
現
場
を
設
定
し
、

そ
の
中
で
よ
り
緊
迫
感
を
持
っ
て
応
急
手
手
や
ト

リ
ア
ー
ジ
が
迅
速
か
つ
適
切
に
行
わ
れ
る
よ
う
な

研
修
に
し
た
い
。 

 

【
今
後
の
課
題
】 

防
災
教
育
は
、
学
校
教
育
全
体
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
、
機
会
に
お
い
て
、

系
統
的
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
本
校
の
防
災
へ
の
取
り
組

み
も
「
で
き
る
こ
と
か
ら
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
置
い
て
出
発
し
た
経
緯

が
あ
る
。 

取
り
組
み
も
広
が
っ
て
き
た
今
、
生
徒
を
含
め
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
よ
り
実
践
的
、
よ
り
主
体
的
な
教
育
活
動
を
展
開

し
て
い
く
計
画
で
あ
る
。
今
後
の
重
点
課
題
と
し
て
以
下
の
三
点
を
掲

げ
る
が
、
さ
ら
に
須
崎
高
校
の
防
災
教
育
を
前
進
さ
せ
て
い
き
た
い
。 

 

・
地
域
と
連
携
し
た
防
災
教
育
の
推
進 

・
南
海
地
震
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
継
続 

・
地
域
防
災
の
核
と
な
る
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
高
知
県
立
須
崎
高
等
学
校
長
） 

     


